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１．はじめに  

 駅改良工事で既設の門型橋脚横梁のせん断補強が必要となり，図-1に示すようなラーメン高架橋の耐震補強工事

に実績のある，ねじふし鉄筋とコーナー支持材から構成される補強鋼材(以降，RBと記載)を用いた補強工法の適用

を検討している．本稿では，RB をせん断スパン内に 1 列配置した試験体を製作し，曲げ載荷試験にて補強効果の

検討を行ったので報告する． 

２．実験概要 

 試験体諸元を表-1，試験体概要を図-2に示す． No.1～3試験体ともに，断面，せん断スパンを同一とし，RB 鉄

筋径・降伏強度と配置位置をパラメータとした．全ての試験体で帯鉄筋は配置せず，RB のみの配置とした．載荷

は 2 点対称載荷で静的単調曲げ載荷により行った．RB は 60N・m のトルクにより，梁側面部のコーナー支持材に

ナットで締付け固定した． 

３．実験結果   

３．１ 破壊状況 

ひび割れの発生状況の観察結果を述べる．試験体 No.1～3 の最大荷重時のひび割れ状況を図-3(a)～(c)に示す． 

No.1 は，荷重がコンクリートの受け持つせん断耐力𝑉𝑐付近に達すると，支点から載荷点中心に向かって斜めひび割

れが発生した．更に荷重を増加すると，支点・載荷点間の斜めひび割れ幅が拡大していくと同時にコーナー支持材

前面から載荷点に向かって斜めひび割れが発生した．最終的にはコーナー支持材前面と載荷点間（せん断スパン a’

間）に斜めひび割れが形成された時点で最大荷重を迎えた．No.2は，支点から載荷点に向かって斜めひび割れが発

生した後，荷重を増加してもコーナー支持材前面からの斜めひび割れは見られないまま，最大荷重を迎えた．No.3

は，No.1のひび割れ発生状況と同様の傾向であった． 
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図-1 補強工法の概要図（柱)                      

図-2 試験体概要 

表‐1 試験体諸元 
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a’：コーナー支持材前面・載荷点間       a：支点・載荷点間         a’：コーナー支持材前面・載荷点間 

 

３．２ 荷重－変位関係，RB ひずみ－変位関係 

せん断耐力の計算値（Vcal）と最大荷重の実験値（Vexp）を表-2に示す．

計算値（Vcal）は文献 1)により算定した．実験値（Vexp）は計算値（Vcal）

より大きい結果となった．図-4に荷重および RB ひずみと変位との関係を

示す．いずれの試験体も斜めひび割れが発生すると同時に，RB のひずみ

が増加し始めている．最大荷重時において，No.1 の RB ひずみは約 1500

μ，No.3 は約 1700μであり，RB は降伏しなかった．一方，No.2は，最大

荷重直前に RBが降伏した． 

破壊状況と RB ひずみから，No.1，3 試験体の破壊形態を考察する．載

荷により支点・載荷点間に斜めひび割れが発生すると，RB のひずみが増

加しはじめる．これにより，コーナー支持材部のコンクリートに応力が加

わり，コーナー支持材前面から斜めひび割れが発生し，載荷点にひび割れ

が進展する．以上の破壊形態の考察より，梁のせん断破壊は，支点・載荷

点間かコーナー支持材前面・載荷点間の，いずれかの斜めひび割れが卓越

した段階で発生すると思われる． 

４．せん断耐力の算定方法の検討 

実験よりRB発生ひずみと破壊面を考慮した，せん断耐力の検討行った． 

𝑉′𝑐𝑎𝑙 = 𝑉′𝑐    … (1)  

 𝑉′𝑐は，最大荷重時に形成された破壊面よりせん断スパン a’を定め， 

No.1 試験体は文献 2)により，No.2,3試験体は文献 1)により算定した．式(1)

によるせん断耐力の計算値（V’cal）を表-2 に示す．本実験の試験体諸元

の範囲では，破壊面を考慮した計算値（V’cal）においても，実験値（Vexp）

を概ね評価できる． 

５．おわりに 

(1) RB は支点・載荷点間の斜めひび割れ発生直後にひずみが増加し始める． 

(2)コーナー支持材前面と載荷点間の斜めひび割れが形成されると，RB は

降伏せずに最大荷重に至った． 

(3)RB が降伏した試験体では，コーナー支持材前面からの斜めひび割れの

発生は確認されなかった． 

(4)破壊面を考慮したせん断耐力の計算値（V’cal）でも，実験値（Vexp）を概ね評価できることを確認した． 
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(c) No.3                        

図-4 荷重・ひずみ－変位曲線 

                       

(b) No.2                       

(a) No.1                       

a’=735mm                       

表-2 計算値 Vcal，V’cal と実験値 Vexp の比較                       

a’=845mm                       

図-3 最大荷重時のひび割れ状況 

(b)  
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